
大阪市立晴明丘小学校自然観察学習園運営委員会規約

(人エビオ トープと植物栽培の学習園)

第 1章 趣旨と目的

第 1条 大阪市立晴明丘小学校の自然観察学習園 (人エビオトープと植物栽培の学習園)は、自然観察、

自然体験といった学習目的だけでなく、児童・保護者や地域住民が身近に植生物とふれあうこと

ができ、自然体験ができる環境を整えるために、創立百周年記念事業として南西敷地内に建設さ

れた。

第 2条 本運営委員会は、自然観察学習園を創立百周年記念事業年である平成 12(2000)年 度以

降も学校施設として恒久的に活用できるよう、維持・管理することを目的として設立された委員

会である。

第 2章 名  称

第 3条 本会は、大阪市立晴明丘小学校自然観察学習園運営委員会と称する(以降、運営委員会と略す)。

第 3章 組  織

第4条 平成 13(2001)年 2月 1日 、創立百周年記念事業委員会より維持 。管理を委譲された後は、

大阪市立晴明丘小学校及び、同PTA、 地域園芸クラブ代表によって運営委員会を組織し、維持・

管理を協力して行う。

2 運営委員会の組織は以下の通りとする。

(1)運営委員会の委員は次の通 りとする。任期は一年とし、再任を妨げない。

委員長 校 長

書 記 PTA会長

委 員 教 頭

PTA副会長

教務主任

地域園芸クラブ代表

地域園芸クラブ副代表

(2)運営委員会の参与は次の通りとする。任期は一年とし、再任を妨げない。

参 与 晴明丘連合町会長

(3)自然観察学習園の管理についてのアドバイザーを置く。アドバイザーは自然観察学習園の管理 。

運営についての意見をしたり指導にあたる。(ボ ランティア :無償を原則とする。)

(4)運営員会には傍聴席を設ける。傍聴には委員長の許可を得る必要がある。
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第4章 運営委員会の開催

第 5条 運営委員会は以下の通り委員長が委員を招集し、開催する。

(1)運営委員会の開催時期

①運営委員会は原則として年度初めに開催する。

②臨時の運営委員会を開催する必要が生じた場合には、委員長が委員を召集し、開催する。
2 止むを得ない理由のため出席できない運営委員は、書面をもって表決し、または他の運営委員

を代理人として表決を委任することができる。

3 運営委員会の議長は、委員長又は委員長が指名した委員が務める。

第6条 運営委員会の議事は、出席した運営委員の過半数 (書面表決者および表決委任者を含む)を もっ

て決し、可否同数のときは、議長の決するところによることとする。

第 7条 運営委員会の議事録は以下の通り取り扱うものとする。

(1)運営委員会の書記は次の事項を記載した議事録を作成し、議事録署名人 2人以上が署名するも

のとする。

①日時

②運営委員の出席者数 (書面表決者および表決委任者を含む)

③開催目的、議題、および議決事項

④議事の経過の概要およびその結果

⑤議事録署名人の選任に関する事項

(2)校区(1日 校区を含む)の住民その他利害関係人が、運営委員会の議事録の閲覧を請求したときは、
これを閲覧させなければならない。なお、プライバシーを中心とする個人情報などについては

その部分の閲覧を制限することがある。

(3)議事録の保管年数は5年 とする。

第 5章 事業計画、会計

第 8条 運営委員会は以下の通り事業計画を決定する。

(1)自然観察学習園の設備保全に関わる情報を交換する。

(2)設備保全の費用は、学校施設であるため基本的には校費から充当される。緊急かつ安全上問題が

あると認められた場合等には、PTA会計の西運動場等関連費などにより充当される。

(3)第 8条 (2)に関わらず、PTA総会に於いてその予算が否決された場合には、PTA総会の議決

が優先する。

第9条 本会は会計を持たない。

第 6章 管理・維持の諸規則

第 10条 運営委員会は自然観察学習園の管理、維持に関する諸規則を以下の通り規約に定め、事業

計画に反映する。

(1)管理・維持

①自然を生かす部分と人工的な植生を生かす部分を十分に管理し、周辺住居へ迷惑をかけない。

ア.ポ ンプおよび注JF水設備は定期的に点検し、異常のないようにする。破損したり能力が低下

した場合は修理、交換する。

イ。自然を生かすとは放置しておくことではなく、一定の形状を保全することとする。従って、
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池、川の水底や周辺部分は、自然環境を保全しながらも清掃によって一定の美観を保つよう

にする。

ウ。刈り取った草、木枝は、可能な範囲で腐葉土を作り、肥料とする。
工.肥料は有機肥料を原則とし、化学肥料は最小限に留める。

オ.除草剤は使用しない。

力。やむを得ず消毒をする場合は、最小限に留める。

キ.周辺住居との境界部分は常に清潔にし、雑草が生えたり木枝が敷地境界を越えて侵すことが

ないように管理する。

②植栽の範囲は以下の通りとする。

ア.学習園部分に十分な日当たりがあるようにする。

イ。学習活動に活用される種類の草木を原則とする (教科書に記載されている植生物の充実を目

指す)。

ウ.個々の草木及び、相互の性質を考慮する。
工.周辺住居の迷惑とならない植栽をする。

オ。一年物などは、収穫後、用地を現状復帰しておく。

力.個人の趣味の植栽はしない (学校内、クラブ内で協議する)。

③水中生物の範囲は以下の通りとする。

ア.学習活動に活用される種類の生物を原則とする。

イ.個々の生物及び、相互の性質を考慮する。

ウ。周辺住居の迷惑とならないように蚊の発生を防く
゛
。

工.ザ リガニは飼育しない。

オ.個人の趣味で生物を飼育しない (学校内、クラブ内で協議する)。

力。ネコや鳥による被害を防止するため被害が深刻な場合は防護ネットを設ける。

(2)用具類は運営委員会の許可を得て使用する。ただし学校および地域園芸クラブによる用具類の使

用には許可申請の必要はない。

(3)用地の割り当ては以下の通りとする。

①学校の学習計画を元に、運営委員会によって割り当てる。

②次年度にまたがって栽培するものが多くあるので、 トラブルが発生しないように担当者同士で

十分に話し合う。

③ 2000年度に割り当てた場所を基本とする。学習活動の要請によって変更する場合は、運営委

員会に於いて学校、地域園芸クラブ双方の了解を得る。

第 7章 規約改正

第 11条 この規約は運営委員会において、委員の過半数の賛成によって改正することができる (書面

表決者および表決委任者を含む)。 可否同数のときは、議長の決するところによることとする。

第 8章 運営委員会併設園芸クラブ (名称 :地域園芸クラブ)

第 12条 以下の通り、運営委員会は併設園芸クラブを設置する。

(1)設立の趣旨と目的

自然観察学習園の建設経緯と学校施設である特性に鑑み、運営委員会の趣旨、目的を達成する為

に平成 12(2000)年 7月 17日、地域園芸クラブを設立した。

(2)ス ローガン

「人とふれあい、自然とふれあう」
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(3)会  員

晴明丘小学校の児童、保護者、校区(旧校区を含む)在住者。現在または過去にそれ等に該当する

者の内、クラブのスローガンを理解して参加できるもの。

(4)組  織

クラブの中で、代表、副代表を決める。任期は一年とし再任は妨げない。代表は互選による。代表は、

年度当初のクラブミーティングにおいて趣旨や規約をクラブ員に説明し、運営に支障がないよう

にする。

(5)用  地

平成 12(2000)年 度に割り当てた場所を基本とする。用地内の使用方法については、クラブ内で

話し合って、仲良く楽しく活動できるようにする。収穫などでトラブルなどないように互いに努

力する。学校の学習計画に合せて用地を変更することがある。

(6)栽培の種類

①学校の栽培計画に照らしながら、違和感のないものを栽培する。

②できるだけ、環境学習に適したものを栽培する。

③収穫できるものを栽培する場合は、クラブの中で、収穫時の種々の計画を立てて置くこと。

④その他、運営委員会の規約に準じる。

(7)費  用

①栽培に関する費用は、クラブ員の会費によって賄う。会費は年間 500円程度とする。

②クラブの経費は代表が管理し、園芸クラブ総会にて会員に会計報告を行う。

③肥料は、たい肥を学校と共用する。

④用具類は学校と共用する。(倉庫は別箇に設置する)

(8)時  間

①鍵は、代表が管理する。

②利用時間は、午前8時～午後 5時を原則とする。

③夜間の使用は原則認めない。ただし、学校長の許可がある場合はこの限りではない。

④早朝 。夜間に散水の目的で利用する場合は、学校長の許可を得、周辺住居の迷惑にならないよ

うにする。

(9)傷  害

活動時間中の事故は各自の責任とする。事故発生の場合はクラブ保険の範囲内で保障する。保険

は自己負担とする。収穫した作物による食中毒も同様の扱いとする。

(10)そ の他

①利用時間の中で、飲食を学習園内でとる場合には、学校敷地内であることをしっかりと念頭に

置き、品位ある行動を心掛ける。

②軍手、帽子等、各自使用するものは、受益者負担の原則を適用する。

③慶弔規約は設けない。

第 9章 附  則

(1)本規約は,平成 12年 7月 17日から施行する。

(2)平成 12年 7月 17日 施行時規約に定められた管理基金の平成 25年 10月 21日時点の残高は地
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(3)

域園芸クラブヘ寄付した。

平成 26年 2月 24日 規約改正
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